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韓国の農村集落における高齢者の外出行動について
　一韓国釜山市近郊洛東irr流凡万里の調査から一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山陽学園短大久世直子

【目的】日本では、高度経済成長期に自動車の普及により地方の人々の日常生活圏は拡大
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韓国の農村における高齢者の日常生活の現状を、主に外出行動の視点で捉え、その特質を

探ることを第一の目的としている。この研究は、韓国洛東江下流釜山市凡万里の農村集落

を事例として、そこでの農耕生活文化の態様とその特質を、多方面の研究者が分担協力し
て究明しようとする研究の一一郎である。

　【方法】調査は、1993年7月21日から１週間の日程で現地を訪れ実施した。 65歳以上の大

を対象に、韓国の大学教員及び学生の協力を得て、面接による聞き取り調査を行った。内

容は、主に１週間の過ごし方と、外出先についてである。高齢者20Aの事例調査と、後継
心TTT-･φ一番T-－t^=>万･　|--●､万心､!●|a-　●者及び若年層からの補完調査を行った。

　【結果】近年釜山市に合併したこの集y【結果】近年釜山市に合併したこの集落は、現在でも韓国洛東江流域有数の農耕地帯であ

る。1970年代からの芹め栽培により急速に豊かになり、人々の生活に変m泄こった。そ

の中で、高齢者の日常生活は、多くの場合集落内にとどまり、日常的には集落内の散歩、

少々の農作業が屋外での活動である。日本で高齢者の日常生活で重要な外出先になってい
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ｙ々の晨作菜ヵ領外での政則である。0本で高齢者の日常生活で
る、病院への定期的な通院はほとんどみられない。また、この地
はなく、まだ風呂を備えていない家では、週に1. 2回家族や近
海市の銭湯まででかける。釜山市中心部までバスで30分程の所に
的な農村の生活が残っているとみることができる。
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　目的　公営のケア付住宅シルバーハウジング（以下SHと豚す）が建設され入居が開始

されてから５年目になり，その供給件数も徐々に増加しつつあるが，その計画内容や運営

方式は自治体ごとに様々である．その一方でSHの入居者にとっての住み心地については，
未だ十分評価されているとは言えない実情にある．

　以上の観点から，本報では入居者特性，住み方，設備利用，室内環境の居住性，人間関

係等についての実態把握をもとに, SH入居者の日常生活における特性ｙおよび入居の背景
について明らかにすることを目的とした．

　方法　1989 ―1993年にかけて関西地区の大阪府，大阪市，兵庫県，

５自治体により供給された９地区のSHの入居者およびLSAを対象に，
り訪問面接閔き取り調査を行った．
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　結果　入居者には女性単身者が多く，持病や自覚症状のある者が各々約２割および３
割見られたが，室内‘や屋外の移動の困難な人は現在のところl割にも満たなかった．
　入居者は，以前民間借家に住んでいたものが多く，住宅の老朽化や住環境.住宅設備.
広さなどの条件の改善を求めて入居した者が多い．しかしながら，入居申込時にはSH内
には特別な設備が設けられていることや，ライフサポートアドバイザー(LSA )のシステ
ムを導入していることを知らなかった者が各々約S割および５割認められた.
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